
平成27 年 11 月 30 日発行  No.140
市議会だより

大月市

CONTENTS
・特集
（大月短大生と地域活性化について
語る）　………………………………

・平成 27 年第４回市議会定例会
（主な議案の内容 ）…………………

・決算審査特別委員会　………………
・代表質問・一般質問　………………
・議会日誌　……………………………

P. ２〜

P. ４〜
P. ６〜
P. ９〜
P.18

特 集
短大生
×

市議会



市議会だより　第 140 号 ２

大月短大生
×

大月市議会

大月短大生の感性と若い力をまち
づくりに生かしたいという趣旨で
佐藤ゼミ（２年生 14 名）を市議会
の代表者５名で訪問した。佐藤ゼミ
は地域活性化の様々な取り組みで
注目されている。２年生は卒業論文
に取り組んでおり、地域ブランド促
進、着地型観光などをテーマにする
学生もいて、大月市の底力を感じる
ことができた。

特 集軽
ト
ラ
市
で
気
付
い
た
商
品
の
価
値
を
み
が
く

「
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
魅
力
　
　
　
　
　
　

【
短
大
生
】

×

短大生と地域活性化
について語る

ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
大
き
く
掲
示
し

た
り
、
レ
シ
ピ
の
工
夫
を
紹
介
す
る
こ

と
で
売
れ
方
が
全
然
違
っ
て
く
る
こ
と

を
知
っ
た
。

○
軽
ト
ラ
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
で
参
加
し
ま
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
は
良
い
が
、
市

内
で
完
結
し
て
い
る
の
で
外
部
か
ら
の

集
客
が
課
題
に
な
る
の
で
は
。

大
月
に
あ
れ
ば
嬉
し
い
店
舗（
短
大
生
）

○
夜
が
暗
す
ぎ
る
の
で
、
夜
９
時
か
10

時
ま
で
開
い
て
い
る
カ
フ
ェ
が
あ
る
と

い
い
。

○
空
き
店
舗
の
活
用
策
と
し
て
、
シ
ェ

ア
店
舗
は
ど
う
か
。
週
替
わ
り
で
チ
ャ

ゼ
ミ
生
全
員
が
県
外
出
身
者
。
懇
談
は
若
者
・
外
部
の
視
点
か
ら
大
月
市
を
見
る

機
会
と
な
っ
た
。
佐
藤
茂
幸
教
授
は
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
の
懇
談
の
目
的
を
３
点
示
し

た
。①

経
営
学
的
・
経
済
的
な
思
考
を
も
っ
て
、
地
域
活
性
化
の
問
題
意
識
を
深
め
る
。

②
専
門
家
、
異
な
る
世
代
と
の
交
流
に
よ
っ
て
、
対
話
力
・
議
論
力
を
高
め
る
。

③「
市
議
会
議
員
と
討
論
し
た
」
と
い
う
実
績
を
作
る
。

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
見
出
す
懇
談
と
な
っ
た
。

企
画
力
は
ど
の
仕
事
で
も
求
め
ら
れ
る

自
分
で
起
業
す
る
つ
も
り
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
【
市
議
会
】

短
大
生
に
は
大
月
市
は
こ
う
見
え
る

○
出
身
地
と
比
べ
て
田
舎
で
す
が
、
東

京
に
出
れ
ば
遊
べ
る
し
、
戻
れ
ば
落
ち

着
い
て
勉
強
で
き
る
の
で
、
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ

Ｆ
Ｆ
が
切
り
替
え
ら
れ
る
学
生
に
と
っ

て
は
素
晴
ら
し
い
ま
ち
。

○
観
光
の
視
点
で
見
る
と
、
Ｊ
Ｒ
と
富

士
急
の
乗
り
継
ぎ
駅
と
い
う
魅
力
を
も

っ
と
生
か
せ
る
の
で
は
。
宿
泊
ホ
テ
ル

が
少
な
い
の
が
残
念
。

○
出
身
地
に
比
べ
て
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

よ
う
に
感
じ
る
。

○
軽
ト
ラ
市
に
参
加
し
て
農
家
さ
ん
に

協
力
し
て
野
菜
を
販
売
さ
せ
て
も
ら
っ

た
が
、
た
だ
商
品
を
並
べ
る
だ
け
で
な

く
、
生
産
の
こ
だ
わ
り
や
商
品
に
な
る
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議
長
か
ら
の
お
礼
の
言
葉

今
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
卒
業
し

て
か
ら
再
び
大
月
を
訪
れ
た
時
に

ご
意
見
が
何
か
実
現
し
て
い
た
ら

今
日
の
懇
談
を
思
い
出
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
在
学
中
に
生
涯
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
め
ぐ
り
合
う
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
大
月

に
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
で
、
負
担
も
減
ら
せ
る
の
で
は
。

○
学
生
食
堂
が
な
い
の
で
、
学
生
向
け

の
飲
食
店
が
あ
る
と
助
か
る
。

○
格
安
の
お
弁
当
屋
さ
ん
が
、
配
達
ま

で
し
て
く
れ
た
ら
み
ん
な
喜
ぶ
。

○
学
校
以
外
で
ゆ
っ
く
り
話
せ
る
場
所

が
な
い
の
で
、
商
店
街
に
学
生
な
ど
が

入
れ
る
無
料
の
開
放
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る

と
い
い
。

○
駐
車
場
の
あ
る
飲
食
店
が
な
い
と
よ

く
聞
く
。

○
バ
イ
ト
か
ら
深
夜
に
戻
る
と
、
大
月

駅
に
終
電
を
乗
り
過
ご
し
た
人
が
何
人

も
い
ま
す
。
宿
泊
で
き
る
と
こ
ろ
は
な

い
か
と
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

○
富
士
山
が
世
界
遺
産
登
録
で
外
国
人

観
光
客
が
増
え
て
い
る
の
で
、
富
士
山

グ
ッ
ズ
を
販
売
す
れ
ば
い
い
。

○
市
内
に
小
中
高
大
と
い
う
学
校
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
何
か
交
流
が
で
き
な

い
か
。

市
議
会
議
員
に
質
問
で
す
（
短
大
生
）

問

大
月
市
で
は
地
域
活
性
化
で
何
に

一
番
力
を
入
れ
て
い
る
か
。

答

企
業
誘
致
も
あ
る
が
、
市
内
に
あ

る
森
林
資
源
や
農
産
物
を
生
か
し

た
産
業
振
興
が
で
き
な
い
か
と
様

々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
る
。

軽
ト
ラ
市
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
の
一
環
で
進
め
て
い
る
。

問

木
造
校
舎
は
入
学
し
た
い
判
断
に

つ
な
が
る
か
。（
逆
質
問
）

答

木
造
で
も
何
で
も
構
わ
な
い
け
ど
、

地
元
材
を
使
っ
て
大
学
の
校
舎
を

作
る
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
惹
か
れ
る

も
の
が
あ
る
。

問

大
月
市
の
着
地
型
観
光
に
つ
い
て

教
え
て
。

答
「
日
本
一
富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え

る
ま
ち
」
な
の
で
登
山
ガ
イ
ド
。

日
本
三
奇
橋
の
名
勝
猿
橋
で
は
名

物
お
母
さ
ん
が
ゆ
か
り
の
紙
芝
居

を
披
露
し
、
農
産
物
直
売
所
な
ど

で
地
元
の
野
菜
な
ど
を
販
売
し
て

い
る
。
桂
川
で
は
ゴ
ム
ボ
ー
ト
の

川
下
り
が
あ
る
。

※
　
着
地
型
観
光
と
は

地
元
の
方
が
地
域
の
魅
力
を
案
内
す
る

新
し
い
観
光
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大
月
市
議
会
第
４
回
定
例
会
　

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

９
月
２
日
〜
９
月
29
日
（
28
日
間
）

主
な
議
案
の
内
容
 

条
　
　
例

予
算
（
補
正
）

◎
平
成
27
年
度
　
大
月
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

◎
大
月
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る

今
定
例
会
の
議
案

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

行
が
終
了
し
新
た
に
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）
及
び
通
知
カ
ー
ド
が
発
行

さ
れ
る
事
に
伴
い
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
）
を
紛
失
・
焼
失
・
著
し
く

損
傷
し
た
場
合
な
ど
で
再
交
付

を
求
め
る
際
に
手
数
料
を
徴
収

個
人
番
号
カ
ー
ド

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
の
再
発

行
に
は
手
数
料
が

か
か
り
ま
す

○
台
風
11
号
に
よ
り
被
災
し
た

農
道
大
島
天
神
沢
線
及
び
葛
野

水
路
、
林
道
大
入
線
、
市
道
新

深
城
線
外
の
災
害
復
旧
事
業
を

行
い
ま
す
。（

６
、
５
１
７
万
円
）

○
猿
橋
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

（
２
、
７
８
６
万
円
）

○
大
月
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
追
加
を
行
い
ま
す
。

（
２
３
１
万
円
）

○
ふ
る
さ
と
大
月
応
援
基
金
を

活
用
し
市
役
所
、
市
民
会
館
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
オ
ム
ツ
交
換

す
る
事
と
な
り
ま
す
。（
個
人

番
号
カ
ー
ド
の
余
白
が
無
く
な

っ
た
時
そ
の
他
再
交
付
が
や
む

を
得
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も

の
を
除
く
）

台
等
を
設
置
し
ま
す
。（

74
万
円
）

市
長
提
出

・
条
例
案
件
…
…
…
１
件

・
補
正
予
算
案
件
…
４
件

・
そ
の
他
案
件
…
…
１
件

・
26
年
決
算
認
定
…
９
件

・
人
事
案
件
…
…
…
１
件

議
会
提
出

・
請
願
…
…
…
…
…
１
件

・
意
見
書
案
…
…
…
１
件

○
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策

定
を
行
い
ま
す
。（

５
７
２
万
円
）

○
国
道
１
３
９
号
改
良
工
事
に

よ
り
下
瀬
戸
分
館
移
設
に
伴
う

設
計
を
行
い
ま
す
。

（
１
９
９
万
円
）



意
見
　
関
東
東
北
大
水
害
に
よ

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
発

生
し
ま
し
た
。

要
援
護
者
の
登
録
を
推
進
し
、

現
状
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
て

頂
き
た
い
。
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そ

の

他

◎
訴
え
の
提
起
の
件

市
営
住
宅
の
家
賃
を
長
期
に

わ
た
り
滞
納
し
、
市
の
再
三
に

わ
た
る
催
告
に
も
納
入
し
な
い

滞
納
者
に
対
し
、
代
理
人
（
弁

護
士
）
に
よ
り
滞
納
市
営
住
宅

明
渡
及
び
滞
納
家
賃
支
払
の
訴

訟
提
起
を
行
う
。

請
　
　
　
願

◎
30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
を

図
る
た
め
の
請
願
書

〈
採
択
と
な
り
、意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。〉

委
員
会
審
査
の
様
子

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会

災
害
復
旧
に
つ
い
て

Ｑ
　
富
士
山
が
噴
火
す
る
と
火

山
灰
が
降
り
積
り
交
通
網

の
麻
痺
が
心
配
さ
れ
る
。

雪
と
違
い
解
け
な
い
の
で

捨
て
場
に
困
る
事
が
予
測

で
き
る
。
市
独
自
で
対
応

を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
。

Ａ
　
火
山
灰
の
捨
て
場
に
つ
い

◆
社
会
文
教
常
任
委
員
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
　
住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
人
は
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
の
際
、
住
基
カ
ー
ド

災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て

Ｑ
　
災
害
時
要
援
護
者
登
録
制

度
が
あ
る
が
現
状
で
何
人

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
要
援
護
者
の
中
で

ど
の
位
の
割
合
の
人
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
　
約
３
０
０
人
位
が
登
録
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

割
合
に
つ
い
て
は
、
要
援

護
者
の
定
義
が
決
ま
っ
て

な
い
の
で
、
要
援
護
者
の

全
体
数
が
つ
か
め
ず
不
明

で
す
。

大
月
短
期
大
学
建
設
に
つ
い
て

Ｑ
　
議
会
の
中
に
は
木
造
は
ど

う
か
と
い
う
議
論
も
あ
る

が
、
も
し
木
造
で
建
築
す

る
場
合
に
は
、
大
月
の
木

材
を
ど
の
位
使
う
予
定
か
。

大
月
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
　
当
初
予
算
で
予
定
し
て
い

た
大
月
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
の
補
助
が

取
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、

来
年
度
は
予
算
を
盛
ら
れ

て
行
く
の
か
。

Ａ
　
こ
の
事
業
は
、
大
月
の
将

来
に
と
っ
て
有
効
な
事
業

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
状
で
は
28
年
度
か
ら
、

本
市
の
単
費
で
や
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
、

様
々
な
補
助
金
を
見
つ
け

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
　
下
瀬
戸
分
館
の
建
て
替
え

下
瀬
戸
分
館
の
建
て
替
え
に
つ

い
て

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

制
度
の
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無

料
化
に
つ
い
て

Ｑ
　
上
野
原
市
や
甲
斐
市
で
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
の
子
ど
も
医
療
費

窓
口
無
料
化
を
は
じ
め
て

い
ま
す
が
、
重
度
心
身
障

害
者
の
子
ど
も
医
療
費
を

窓
口
無
料
化
し
た
場
合
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
ど
の
く
ら

い
か
か
る
の
か
。

Ａ
　
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
約
６
万
円

程
度
で
す
が
、
県
か
ら
の

補
助
が
減
る
た
め
本
市
の

負
担
額
は
約
１
０
０
万
円

程
度
増
え
る
事
に
な
り
ま

す
。

て
は
、
鹿
児
島
等
の
状
況

を
確
認
し
ま
す
と
一
部
に

つ
い
て
は
建
築
材
料
や
焼

き
物
等
に
混
ぜ
使
用
し
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
殆
ど

の
部
分
は
埋
め
立
て
処
分

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ

れ
ら
を
参
考
に
検
討
し
て

行
き
ま
す
。

Ａ
　
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
大
月
産
の
木
材
を

１
０
０
％
使
い
な
さ
い
と

い
う
指
示
を
出
し
て
い
ま

す
。
構
造
材
、
Ｃ
Ｆ
材
の

部
分
に
つ
い
て
は
、
大
月

産
材
を
指
定
す
る
予
定
で

い
ま
す
が
、
材
種
に
よ
っ

て
大
月
産
材
が
無
い
場
合

は
、
県
産
材
と
い
う
事
で

検
討
中
で
す
。

と
交
換
し
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
　
市
民
、
特
に
お
年
寄
り
は

不
安
に
思
っ
て
い
る
。
誰

も
が
ネ
ッ
ト
を
見
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
市
民
へ

の
周
知
を
徹
底
し
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ
　
広
報
関
係
は
、
早
急
に
対

処
し
ま
す
。

は
国
道
の
改
良
に
伴
う
移

転
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ

の
場
合
、
県
や
国
か
ら
補

償
料
の
財
源
あ
る
の
か
。

Ａ
　
国
道
１
３
９
号
道
路
改
良

工
事
の
た
め
、
下
瀬
戸
分

館
は
建
て
替
え
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る

補
償
金
を
財
源
に
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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平成26年度決算を認定！

審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か
ら
多
く
の

意
見
が
出
さ
れ
た
が
、そ
の
内
、主
な
も
の

を
あ
げ
る
。

１
点
目
は
、
市
立
中
央
病
院
の
経
営
健
全
化
に
向

け
て
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
常
勤
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
、
市
民
の
生
命
、
健
康
を
守
る
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
、
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
信
頼

さ
れ
る
病
院
と
な
る
た
め
に
、
医
師
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
る
平
成
27
年
度
末

の
医
師
数
は
ま
だ
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、

新
病
棟
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
常
勤
医
師
確
保

へ
の
要
件
が
整
っ
た
の
で
、
な
お
一
層
、
関
連
病
院

へ
の
医
師
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

２
点
目
は
、ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、「
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
」
を
周
知
す
る
と
と
も
に
大
月
市
が
実

施
す
る
事
業
や
特
産
品
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
大
月

市
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
（
寄
附
者
）
や
大
月
市

を
訪
れ
る
人
を
増
や
し
、
更
に
は
特
産
品
の
活
用
や

新
商
品
の
開
発
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

３
点
目
は
、
桂
川
上
流
域
の
整
備
に
つ
い
て
、
上

流
域
は
森
林
と
清
流
の
維
持
に
よ
る
里
山
づ
く
り
や

水
源
と
し
て
の
機
能
の
維
持
が
求
め
ら
れ
、
な
か
で

も
水
源
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
は
重
要
で
あ
り
、

下
水
道
整
備
計
画
の
推
進
及
び
合
併
浄
化
槽
の
設
置

を
計
画
的
に
進
め
、
普
及
率
を
上
げ
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
。

ま
た
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
中
に
あ
っ
て
は
、
自
主
財
源
の
確
保
は
喫
緊
の
課

委員長　
相馬　保政

副委員長　
鈴木　章司

・決算審査と予算審査との違い【議会の役割】
税金の使い方を決めるのが予算審査、決算審査は使わ
れた結果を検討し、今後の予算編成や行財政運営の改
善に役立てる大切な意義があります。

・決算審査特別委員会での「病院」「ふるさと納税」「桂
川上流域」等についての主な質問・意見と市（当局）の
回答を紹介します。

平
成
26
年
度
決
算
審
査
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告（
要
旨
）

決算審査特別委員会

題
で
あ
り
、
国
・
県
等
へ
の
補
助
金
の
確
保
に
も
努

め
ら
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後
の
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
処
理
、
対
応

結
果
状
況
の
報
告
書
を
予
算
審
査
前
ま
で
に
提
出
し

て
頂
き
た
い
。
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決算審査特別委員会における主な論点 Q＆A
中央病院の常勤医師
Ｑ 医師確保は、施設が新しくなればできると
の認識でいたが、どのような状況か。

Ａ 働く環境が整いつつあるので一歩踏み込
んで医師派遣をお願いしていきたい。27 年度
になってからも３回、病院長、内・外科主任教
授などへお願いに行っている。

Ａ 市内全域の状況（26 年度）は下水道約 16％、
合併浄化槽約 22％、単独浄化槽約 57％、汲み
取り約５％。浄化槽を設置する際に補助をする
ことで整備を進めており、それと同時に下水道
の接続率を上げていきたい。

Ａ 市内業者が対応できる工事等については、
指名競争入札等により、市内業者を優先してい
る。大規模事業の県外や市外の大手業者に対し
て、下請けには市内業者を使ってほしいとお願
いした経緯もある。

Ａ 予算要求をし、農業がうまく回るようにし
ていきたい。

Ａ 返礼品の充実と言うことですが、あまり高
価なものを返礼することは考えていない。今
後、「おおつき一駅逸品」など、商工会にも協
力をお願いしながら、低価格のものを作っても
らいたいと考えている。また、産業観光課等と
連携をしながら、カタログの様なものができる
か検討していきたい。
※平成 26 年度実績　￥7,068,000 円

地域循環型経済の育成
Ｑ 入札につい
て、市内の事業
者が落札できる
環境が地域循環
から必要と考え
る。

Ａ 冷暖房費を別途いただくことなどは、市民
にとって負担が大きいだろうと思う。料金につ
いては他の施設と比較する中で適正料金、効率
的な料金を考えていきたい。

公共施設の使用料見直し
Ｑ 市民活動を
活性化するとい
う視点から、使
用料金の問題を
もう一度検討す
ることはできな
いか。

上流域の水質保全
Ｑ 水質保全の
具体的な考えを
伺いたい。

ふるさと納税
Ｑ 今後どう考
えているか。

農業水産業費
Ｑ 大月市は都
留市より多いが、
上野原市の半分。
農業に力を入れ
ていこうとすれ
ば、どこにどう
いう形で予算を
つけていくのか
研究する必要が
ある。
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議案番号

認定第４号

認定第５号

認定第６号

認定第７号

平成 26 年度 大月市下水道特別会計歳入歳出決算認
定の件
平成 26 年度 大月市介護保険特別会計歳入歳出決算
認定の件
平成 26 年度 大月市介護サービス特別会計歳入歳出
決算認定の件
平成 26 年度 大月市後期高齢者医療特別会計歳入歳
出決算認定の件

平成 26 年度 大月市病院事業会計決算認定の件

認定第８号

大月市恩賜県有財産保護財産区管理会委員の選任に
ついて同意を求める件

認定第９号

第 68 号

請願第１号

意見書第１号

30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための請願書
30 人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度拡充を
図るための意見書

種別
議　員　名

案　件　名

認定第２号 平成 26 年度 大月市大月短期大学特別会計歳入歳出
決算認定の件

平成 26 年度 大月市簡易水道特別会計歳入歳出決算
認定の件

平成 27 年度 大月市介護保険特別会計補正予算
（第１号）
平成 27 年度 大月市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）第 66 号

訴えの提起の件第 67 号

認定第１号

平成 26 年度 大月市国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定の件認定第３号

平成 26 年度 大月市一般会計歳入歳出決算認定の件

大月市手数料条例の一部を改正する条例中改正の件第 62 号

第 63 号 平成 27 年度 大月市一般会計補正予算（第３号）

第 64 号 平成 27 年度 大月市簡易水道特別会計補正予算
（第１号）

第 65 号

条例

認定

同意

採択

意見書

（賛成○　反対●　）
※西室衛議長を除く

原案
可決

その他

人事

請願

原案
可決

原案
可決
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市
政
を
問
う

ズバリ

！

９月定例会

代表質問・一般質問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（11 月下旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

● 代表質問
（１）古見金弥議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　　

①石井市政、３期目のスタートにあたっての抱負は
②市民総参加の大月創生・自給自足条例（仮称）制定を

（２）小原丈司議員　（山と川の街大月）　　　　　　　　　 
①猿橋の学童保育施設の建て替えを
②大月駅北側の整備計画は

（３）山田善一議員　（NEW・OTSUKI）　　　　　　　　　
①大月市創生総合戦略の取り組みは
②教育支援室を設置した理由とその活動内容は

（５）鈴木基方議員
①小規模農業のための生産者コミュニティの整備を
②再生エネルギー先進地域としての発信を

10 ページ

11 ページ

12 ページ

（４）藤本　実議員　（日本共産党）　　　　　　　　　
①太陽光発電設備設置への早急な対応を
②国保税を速やかに引き下げるべきだ

13 ページ

14 ページ
● 一般質問

（６）相馬　力議員
①大月短期大学校舎建設への取り組み状況は
②大手ゼネコンに今回もまた発注するのか

15 ページ

（７）小林信保議員
①エネルギーのふるさと構想とはどのようなものか
②健康科学大学専門学校の誘致の見込みは

16 ページ

代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に
対する方針などをただしたり、報告を求めたりするもので、
各定例会で行われます。

今定例会では、７名の議員が質問を行いました。


